
『第15回 グリーン購入大賞』

滋賀銀行のＣＳＲの深化
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「環境金融」
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株式会社 滋賀銀行
総合企画部 CSR室



「環境金融」の実践 ～「お金の流れで地球環境を守る」～

経済の血液である「金融」の役割を通じて、地球温暖化防止や生物多様性保全を
はじめとする持続可能な社会づくりに貢献できる可能性は∞。

環境預金 環境融資

環境金融
（エコ・ファイナンス）

ＳＲＩファンド

地球温暖化防止

生物多様性保全

クリーンバンクしがぎん
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環境コミュニケーション

環境預金
預金をしながら
環境サポート

環境融資
環境保全設備の
導入等をサポート

ＳＲＩファンド
ＣＳＲに積極的に
取り組む企業に投資

ビジネスフォーラム
サタデー起業塾

ニュービジネスにかける
起業家精神をサポート

エコビジネス
マッチングフェア

ビジネスの創出を
強力にバックアップ

持続可能な社会へ

地域社会・地球環境との共存共栄



【連携】
滋賀県教育委員会
滋賀大学“環境預金” 「エコプラス定期」

～小中学校の「学校ビオトープ」づくりをお手伝い～

 環境預金＋環境学習＋生物多様性保全 (2003年～)
ダイレクトチャネルを利用して定期預金をお預け入れいただくと、
１回のお預け入れごとに７円を当行が負担して積み立て、

貯まった資金を環境保全活動にお役立ていただく商品。（紙資源削減）

お客さまとともに環境保全活動をサポート
「学校ビオトープ(生物棲息空間)」づくりの活動資金

27校に資金拠出 ⇒ 拠出金累計額1,279万円 (2013.6現在)

環境金融①

「環境学習の場」として活用
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エコプラス定期実績
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取り扱い開始から

の累計211万件

（件数）

《 子どもたちの声 》

ホタル・カエル・バッタが校庭で

見られるようになった！

「環境学習の場」として活用



「しがぎん」琵琶湖原則－Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｆｏｒ Ｌａｋｅ Ｂｉｗａ－PLB原則

お客さまに地球環境保全を広く呼びかけています（2005年～）

地球温暖化が原因といわれる異常気象を数多く目の当たりにする中、
「今ならまだギリギリ間に合う」との強い危機感を持って、

当行から環境保全の取り組みを発信し、「持続可能な企業と地域社会」
を実現するため、地域全体で「環境を主軸とするＣＳＲ経営」を推進して
いきたいとの願いを込めて制定。

環境金融②

4

① 環境配慮行動を組み込んだ生産・販売・サービス基準

② 環境配慮行動とビジネスチャンスの両立

③ 環境リスクマネジメント情報の共有化

ＰＬＢ三原則

＜2013年9月末実績＞

賛同企業数8,991先
(事業先比51.0%)

2007年対比 約10倍お客さまと手を携えて 地球環境保全を！！



①賛同 ⇒ ②格付を取得 ⇒ ③資金借入

ISO14001、エコアクション等認証取得 グリーン調達・グリーン購入の取組

環境会計導入
コンプライアンスの推進部署の設置状況

土壌汚染、騒音、振動等への取組

≪環境格付評価項目≫

＊お客さまの、「環境経営」に関して、
当行独自の評価基準により１５項目を
３段階で評価。

ＰＬＢ格付（環境格付）
～お客さまの「気づき」のツールとして活用～

5

格付内容をオープンにし、

環境保全を促進！！

環境に配慮した製品・商品の取扱 環境報告書の発行

法令順守方針の策定 投資案件決定時の環境考慮対応

環境方針の策定
温室効果ガス排出量削減への取組

環境保全のボランティア活動

省エネ・省資源への取組 リサイクルへの取組

＜2013年9月末実績＞

格付取得先
8,578先

(事業先比48.7%)

2007年対比 約10倍
PLB格付 格付評価 金利引下げ幅

L１ 取り組みが先進的 ０．５％

L２ 取り組みが十分 ０．４％

L３ 取り組みが普通 ０．３％

L４ 今後の取り組みに期待 ０．２％

環境保全活動を促すインセンティブ
見えないものを 見える化する！



「しがぎん」琵琶湖原則支援資金－ＰＬＢ資金－
～「持続可能な社会と環境づくり」を促進～

≪PLB資金プラン≫

・環境保全に役立つ製品・商品・サービスの開発・販売に必要な運転資金、設備資金をご融資
・環境保全活動に対し、貸出金利を最大で年０．５％引き下げ
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6「環境と経済の両立」
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「ＰＬＢ資金」の実行実績 ＜2013年9月末＞

実行件数 1,369件 実行金額 299億円
2007年対比 約6倍の実行金額



環境保全に“志”のあるお客さまを応援

 「太陽光発電システム」等を導入されるローン
については、すでに実施している商品ごとの
優遇金利幅に加えて、さらに年0.1％金利を優遇

 「太陽光発電システム」導入等で削減されたＣＯ2量を
当行が試算し、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種の

「カーボンニュートラルローン 未来よし」(2007年～)
～自然エネルギーの導入促進と生物多様性の保全～

対象商品

事業者向け
ＰＬＢ資金（省エネ・温暖化ガス削減プラン）

エコ・クリーン資金（省エネ・温暖化ガス削減プラン）

個人向け
エコ＆耐震住宅ローン

セレクトリフォームローン エコ＆耐震

太陽光発電システム導入の場合

環境金融③
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当行が試算し、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種の
「ニゴロブナ・ワタカ保護、育成、放流事業」に資金を拠出

太陽光発電パネル
し が ぎ ん ワタカ

ニゴロブナ放流資金
提供

ＣＯ２
削減量

サービスの流れ

【連携 】 滋賀県、（財）滋賀県水産振興協会

融資

適用金利よりさらに年▲0.1％2007年度から総額1,040万円を助成



■ ニュービジネス（野の花）の育成が地域金融
機関の使命と考え、2000年より『しがぎん』
ビジネスフォーラム「サタデー起業塾」を毎年
開催

■ 13年間で、のべ1,811名の卒業生が
起業や第二創業に活躍

『しがぎん』ビジネスフォーラム2013

サタデー起業塾
年５回

土曜日開催

環境金融④

88

プログラム

新たな成長を実現するニュービジネスの創出

メインテーマ

各テーマの分野で活躍されている経営者を

お招きし、企業経営のポイントについて講演

事業をサポートする専門家から、各テーマの

分野の最新動向についてご紹介

各テーマの分野について、ものづくり系、

サービス系に分かれて分科会を実施

1.トップマネジメント

2.ビジネス最前線

3.ビジネスモデル分科会



■ 当行の取引先で、環境ビジネスに積極的
に取り組む中堅・中小企業89社を集め、
「エコビジネスマッチングフェア」を 開催！

■ エコビジネスの“芽”を育て、エコビジネス
パートナー探しの場を提供

エコビジネスマッチングフェア開催
エコビジネスの進化を実感 《Ｂ ｔｏ Ｂ》 （2008年～）

2013年度

来場者数1,780名
商談件数 678件
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エコビジネス
マッチングフェア

エコ・ファイナンス
エコビジネス
フォーラム

ニュービジネスの
種や芽を育てる

環境融資 商談と交流の場を
提供

縁結び



環境を主軸とした「ＣＳＲのしがぎん」をめざして
～「三方よし」から「四方よし」へ～

びわ湖はクリーンに、経済はホットに！地球を愛すびわ湖はクリーンに、経済はホットに！地球を愛す(ICE)!(ICE)!

① 「地域社会」との「共存共栄」
② 「地球環境」との「共存共栄」
③ 「未来」との「共存共栄」

真の共存共
栄をめざして
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＜「三方よし」の現代版＞

四方よし四方よし＝「＝「売り手よし売り手よし 買い手よし買い手よし 世間よし世間よし 地球環境よし地球環境よし｣｣

「エコ・ファースト企業」として、お客さまの環境配慮行動を金融面から
バックアップし、環境ビジネスや生物多様性保全をサポートしてまいります。

ご清聴ありがとうございました。
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